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Olin大チームに2013年のゴードン賞 



バーナード・ゴードン（ＵＮＩＶＡＣ創業者）により２００１年
創設 

すぐれた工学教育に対し、米工学アカデミーが授賞 

賞金は５０万ドル（半分は受賞者、半分は所属組織に） 

背景に、工学教育の重視。工学教育の分野からもアカ
デミーメンバー 

 ＡＳＥＥ（工学教育学会）会員  
 ７４６９人（１９９３年）→１３０６３人（２０１１年） 

  
   

 

ゴードン賞 



奥村善久・金沢工大名誉教授 

携帯電話の基礎技術の開発 



 ２１世紀に求められる人材育成のための革新
的な工学教育への貢献 

米国、世界の工学教育に変化をもたらす 

Olin 大への授賞理由 



 ２００２年開設、Ｏｌｉｎ財団が４億５千万ドル寄付 

学生数 １学年８０人、女性は４５％、１８カ国から 

教員 ４０＋α人（テニュアなし、学部なし） 

専攻 
 電気工学・コンピュータ工学 
 機械工学 
 一般工学（バイオエンジニアリング、材料など） 

 

 

 

Olin大とは 



 
 
 

ボストン郊外、Wellesley College, Babson Collegeと隣接 



Olin College prepares students to 
become exemplary engineering 
innovators who recognize needs, 
design solutions, and engage in 
creative enterprises for the good 
of the world. 
 

Ｏｌｉｎ大のミッション 



 Innovators とは、まだ存在しないものを構想し、そして
それを実現する力を持つ人 

 その核心にあるのは、ビジョン、創造性、チームワーク、
デザイン、忍耐力 

 創造性を発揮し、リスクを取ることを奨励するような文
化的な価値観を育む 

 

engineersではなく innovators  



以下の要素を含むイノベーションを実現する職業 

 1) the consideration of human and societal 
need 

 2) the creative design of engineering systems 

 3) the creation of value through 
entrepreneurial effort and philanthropy 

Aspiration 
Engineeringの再定義 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オリン大の三角形 



 ほぼ男女同数のコミュニティ 

 4年間を通じてデザイン過程の重要視 

 チームプロジェクトの徹底 

 ビジネスや起業の経験 

 「学生中心」を徹底 

  開学前の１年間、３０人の学生をパートナーに、カリキュラム  
を共同開発 

 

Olin 大の特徴 
授賞理由から 



Do and learn 

鈴木メソードに基づき動機づけ重視 

徹底したハンズオン 

多くがスタジオスタイルの授業 

教育の理念 









女性が約半数、全米でトップクラスの学生たち 
 



Senior Capstone Program in 
Engineering (SCOPE)  

 Research Lab* 
 Autodesk* 
 Boeing* 
 Boston Scientifi c* 
 Brandeis University* 
 DePuy Mitek* 
 FacebookAGCO* 
 Analogic* 
 Ariens 
 Army  
 Hutchinson/Barry Controls 
 Orica Mining Services 
 Parietal Systems* 

 
 

４年生数人が企業が５万ドル出資するデザインプロジェクトに１年間参加 



学生中心 

デザイン 
  まだ世の中にないものを構想し、
実現する 

チーム 
  異分野、異質の人間との協働 

多様性 
 

そのエッセンスは 



 日本の工学教育は、科学的な原則を教えることに重点が置か
れ、それを設計（ｄｅｓｉｇｎ）の文脈の中で応用する点が弱い 

 他の国々とは異なり、設計面での実地体験が少ない                         

 
 

JABEEのワシントン協定加盟の際の 
審査チームの指摘（２００５年） 

 



エンジニアリング・デザイン教育については、取組み、
改善への努力を評価 

チームワークを身につける教育については、「Multi-
disciplinary」（多分野）が十分でない 

留学生や外国人教員が少ない 

語学教育の国際化が十分でない 

 

 
 

ワシントン協定審査チームの指摘 
（２０１２年） 



２１世紀の工学教育 
米工学アカデミーのシンポジウム (2012年10月) 

 Richard (Rick) Stephens 
 Senior Vice President of The Boeing 
Company 

 Linda P. Katehi 
 Chancellor of UC Davis 

 Salman Khan 
 Founder of the Khan Academy 

 Tuula Teeri 
 President of Aalto University, 
Finland 

 Richard K. Miller 
 President of Olin College 

 Anant Agarwal 
 President of edX and Professor, MIT 

 
  



工学のミッションの再定義 

新たな評価手法の必要性 

デザイン、チーム、多様性 

もっと女性を 

 

 

工学教育への期待 


